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全国青年税理士連盟
東京都渋谷区千駄ヶ谷5-21-8 代々木第10下田ビル7F
Tel 03（3354）4162　Fax 03（3354）4095

あとがきあとがき
　広報部長へ就任、総会、懇
親会、すぐ広報誌の編集――。
８月の全国大会から本格的に
全国青税の活動が始まりまし
たね。全国青税の情報発信媒
体はホームページのほか、活
動報告（ブログ）とこの広報

参加して肌で感じていくも
の。広報誌はそのきっかけを
皆様にお届けしています。
　広報部員一同協力して編集し
ていますので、各単位青税会員
の皆様にもぜひご紹介くださ
い。　　 広報部長　山本　祥嗣

誌があります。
　広報誌はできるだけその行事
の中心にいる方から、やり甲斐
や苦労、達成感を具体的にお伝
えできればと考えています。し
かし、その活動の醍醐味までは
残念ながら載りません。それは、
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　全国青年税理士連盟の皆様、
こんにちは。この度、千葉大会
において第 53 代会長に就任い
たしました近畿青税大阪支部の
三谷智と申します。
　私は、平成 11 年に青税に入
会し、全青税では、平成 28 年
に組織部長、平成 29 年に副会
長、平成 30 年に組織検討委員
会委員長を務めました。他の会
長と違い、組織畑を歩いてきま
したが、これまでの青税経験を
もとに全青税の組織改革だけで
なく、制度問題にもしっかり立
ち向かい行動をします。この 1
年、皆様のご支援、ご協力よろ
しくお願いを致します。
　さて、私達、税理士を取り巻
く環境は、ＩＣＴの発達による
業務や事務所のあり方などここ
数年で大きな変化が起こってい
ます。また、全青税の歴史は、
50 年を超え、そして令和の時
代に入り、私たちは、心新たに
して、全青税の目的達成のため
に行動を続けていかなければな
りません。そこで、今事業年度
は、全青税の目的を再確認し、
納税者である国民のための税理
士制度の発展、租税制度の改善
を目指し、青年らしい情熱と行
動力をもって様々な事業を展開
して参ります。

税理士法改正
　前回の平成 26 年の法改正か
ら 5年、税理士法改正がようや
く動き出しました。今年の 6月
に日税連から「次期税理士法改
正に関する答申」が出され、現
在意見募集が行われておりま
す。その内容を見ますと、我々
が幾度となく主張している、使
命条項の改正が置き去りにされ
ております。今回の答申は、あ
くまでも次期法改正に向けたタ
タキ台であると日税連は位置づ
けておりますが、このままの流
れでは俎上に上がらず、使命条
項の改正は見込めません。
　11 月の意見募集の締め切り
まで、過去の議論や意見書等を
基にしっかり検討を続け、取り
纏めます。また、答申の内容に
は、看過できないものもあり、
これまでの我々の主張を曲げる
ことなく、意見をして参ります。
　そして、11 月 17 日には、「新
時代に対応した税理士と税理士
制度とは」をテーマに埼玉の地
で秋季シンポジウムが開催され
ます。是非ご参加ください。多
くの仲間とこれからの税理士法
について語り合いましょう。

納税者権利憲章
　納税者に自主性を認めた申告
納税制度を維持発展させるため
には、納税者から信頼される租
税制度と適正な税務行政の執行
がなければなりません。国税通
則法第 1条目的条項の改正と納
税者が有する権利を保障するこ
とを宣言した納税者権利憲章の
制定は、長年の悲願であり、必
要不可欠です。そこで、今年度
も引続き、その改正と制定に向
けて行動します。
　そして、納税環境整備の一環
としてここ数年、全青税で議論
をしているマイナンバー制度に
ついて、マイナポータルを活用
した、いわゆる「記入済み申告
書」制度は、申告納税制度に大
きく影響を与えるものであるた
め、今後も動向を注視し対応を
します。

税制改正
　税は、国家を支える基盤であ
るとともに、経済格差を是正す
るための所得再分配機能が有効
でなければなりません。しかし、
近年、税の歪みは強くなる一方
であり、経済格差の拡大と所得
再分配機能の低下が著しいと言
わざるを得ません。このような
現状において、今秋に消費税率

会 長 就 任 挨 拶

改革の先頭に立つ

� 会　長　三 谷 　 智（近畿）
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の引き上げが行われれば、政府
の掲げる「社会保障と税の一体
改革」の成果をえるどころか、
国民の税に対する不信感を招く
としか思えません。今後も消費
増税、複数税率及びインボイス
制度の導入については反対を
し、意見書等で要望を続けて参
ります。そして、税制改正全体
については、公平、中立、簡素
の視点を基本スタンスとし、憲
法に立脚した応能負担原則に基
づく国民のための租税制度の改
善に向けて議論を深めていきま
す。

日税連機構改革
　日税連は、若者に向けて税理
士をアピールする様々な活動を
行っておりますが、その一方、
内に目を向ければその組織は閉
鎖的であると言わざるを得ませ
ん。その典型的な事象は、平成
26 年税理士法改正であると思
います。あの改正は、我々会員
の意見を反映せず、結果、日税
連が目指した改正と全く異なる
ものとなりました。次の法改正
に向けて日税連は動き出しまし
たが、このままでは、次の法改
正も同じ結果になることが容易
に予想できます。
　次の法改正が、税理士会員の
意見が反映されるものとするた
めには、これまで私達の主張し
ている、決議機関と執行機関の
分離、選挙制度改革などが実現
しなければなりません。そのた
めに引き続き、日税連機構改革
については要望書を作成し、改
革を訴え続けて参ります。

全青税組織改革
　全青税会員の年齢は年々高く
なる傾向にあり、各単位青税に
おいて新入会者の年齢も高い傾
向にあります。全青税は、青年
税理士の集まりである以上、多
くの若い税理士が集えるもので
なければなりません。そのため
には、各単位青税の組織活動に
も目を向け、魅力ある税理士の
集団であることをアピールして
いきたいと考えております。全
青税の現状を見れば所属税理士
の増加や日々活動している仲間
の固定化、新規入会者数の減少
は、我々の活動を硬直化します。
　現状、特に全国大会、秋季シ
ンポジウムの開催については、
開催単位青税の負担が大きいと
言わざるを得ません。この 2大
事業は、全青税の事業である以
上、全青税全体で取り組むべき
ものであると思います。今事業
年度において新しい全青事業の
あり方、全国大会、秋季シンポ
ジウムの開催について、会員の
皆様にとってさらによりよい事
業となるように慎重に検討をし
たいと考えております。
　組織の維持発展には会員数の
増加が重要です。そのために
は、各単位青税が活発でなけれ
ばなりません。そこで引き続
き、各単位青税で組織拡大に効
果のあった施策や取り組みを共
有するとともに、全青税として
もホームページなどを駆使し、
魅力ある団体であることを全国
の税理士に伝えるように努めま
す。

その他
　2000 年 8 月の韓国税務士考
試会との友好協定締結から、も
うすぐ節目の 20 周年を迎えま
す。現状政治的には不安定では
ありますが、こういう時こそ、
民間レベルでの交流を大事にし
なければなりません。そこで、
国際部を中心に記念となる事業
を企画し、準備を進めたいと考
えております。その他、全青税
の 2大事業である、秋季シンポ
ジウム、全国大会についても一
致団結して準備にあたり成功を
させたいと思います。
　これらを実行するには、我々
執行部だけでは、到底できるも
のではありません。全青税の理
念達成を目指し、一歩一歩前進
できるよう、執行部一丸となり
事業を進めて参りますので、会
員皆様方のご支援、ご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。
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総　務　部

部長　安 田 浩 二
� （近畿）
　本年度、総務部長に就任いた
しました近畿青税の安田浩二で
す。今年は近畿青税での役職は
なさそうだと清々しい春を謳歌
していた中、客先に向かう電車
の中で三谷さんより総務部長に
とのお電話をいただきました。
三谷さんには青税入会間もない
時からいろいろとお世話になっ
ていましたので、お役に立てれ
ばと二つ返事でお引き受けしま
した（車窓から見える景色が少
し滲んで見えた理由は私にも分
かりません）。犬好きの三谷会
長の忠犬ハチ公として頑張りま
す。
　本年度の総務部の事業計画と
しては例年通り理事会、定時総
会の開催、年 3回の「ぜんせい
だより」の発行が主なものです
が、今年は日税連担当委員会を
設けず総務部長が担当すること
となっておりますので日税連理
事会の傍聴、懇談会の開催、そ
れらの報告も担当いたします。
毎月の理事会・懇親会の設営準
備にあっては各単位青税のみな
さまにお願いすることも多く出
てくると思いますが、ご協力の
程よろしくお願いいたします。

各部部長、委員長が定時総会で
承認された事業計画を着実に遂
行できるよう精一杯サポートし
ていく所存です。一年間、どう
ぞよろしくお願いします。

経　理　部

部長　酒 井 哲 也
� （埼玉）
　全国青年税理士連盟の皆様、
経理部長を拝命しました埼玉青
税の酒井哲也と申します。昨年
は、埼玉青税の代表幹事を一年
間勤め、ようやく次期代表幹事
にバトンタッチをして肩の荷を
下ろしたところですが、今度は
全国青税の部長就任のお話を頂
き、喜んで引き受けさせて戴き
ました。今は正に身の引き締ま
る思いです。
　経理の任務は、主に経費精
算、予算管理、決算になります。
私は、埼玉青税でも代表幹事を
引き受ける前年に経理部長を担
当させていただきました。その
時に感じたことは、経理部長の
仕事は、会員の会費と過去から
引き継がれてきた貴重な財産を
しっかり管理をして、次の世代
へ引き継いでいくことであると
感じました。会員の会費は、活
動に参加している会員だけでな

く、普段活動には参加されない
多くの諸先輩方の会費が含まれ
ており、それらの会費によって、
青税の活動が支えられているこ
とを忘れてはならないと思いま
す。それは、全国青税おいても
同じであると思います。
　全国青税の財産は、埼玉青税
と比べると一桁増えますが、埼
玉青税での経験を生かして、一
年間の任期を全うしたいと思い
ますので、ご協力よろしくお願
いいたします。

研　究　部

部長　濵 　 久 人
� （名古屋）
　研究部長を仰せつかりました
名古屋青税の濵久人と申しま
す。全国青税の部長職は初めて
です。至らない点など多くあろ
うかと思いますので、会員の皆
様には、ご指導、ご鞭撻を頂き
ますと幸いです。
　さて、研究部は全国青年税理
士連盟のメイン行事の 1つであ
る「秋季シンポジウム」の企画、
立案、取り纏めを行います。テー
マは、税法か税理士法に関する
研究発表になります。日頃の研
究成果を各単位青税がそれぞれ
の視点から発表する場であり、

部長就任挨拶・抱負
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各単位青税の独自色がよく表現
されており、見ている側も大変
勉強になるため、多くの会員の
皆様が毎年楽しみにされている
と思います。本年は埼玉におい
て大竹実行委員長を中心に行わ
れ、続く 2020 年は名古屋で開
催する予定となっております。
これまで以上に充実した秋季シ
ンポジウムになるよう努力致し
ますので、どうぞよろしくお願
い致します。

組　織　部

部長　戸 塚 留 名
� （東京）
　このたび組織部長を拝命いた
しました東京青税の戸塚留名と
申します。昨年度の経理部長に
引き続き大役を仰せつかりまし
て、責任の重大さに身の引き締
まる思いです。
　さて、全国青税の 2大事業で
ある全国大会と秋季シンポジウ
ムの開催については、その開催
方法、動員目標や参加費の設定、
運営を担う単位青税の負担等
様々な問題が顕在化し、その「あ
り方」を考える転換期を迎えて
います。そのため、昨年度は組
織検討委員会が設置され、どの
ようにすれば現状の問題点を緩
和できるか、新たな方法を模索
してきました。
　これまで先輩方が築き上げら
れたものを大切にしながらも、全

国青税が活性化し、よりよい組
織となるために、出来ることを
少しずつ試みてまいりたい所存
です。みなさまにはご意見やア
ドバイスを頂戴し、また温かく
見守っていただければ幸いです。
　三谷会長のもと、執行部の一
員として微力ながら頑張ってま
いります。
　一年間どうぞよろしくお願い
申し上げます。

厚　生　部

部長　髙 井 正 樹
� （岐阜）
　この度、厚生部長を仰せつ
かりました岐阜青税の髙井正
樹です。私の全青税での活動
は 2016 年度に担当させていた
だいたホームページ運営委員長
がデビューでした。その際には
当時の会長をはじめとして多方
面から厳しくも手厚いご指導を
いただき、このように育ててく
れましたことに感謝しておりま
す。そこで今回は、厚生部長の
立場をお借りして何らかの形で
恩返しをしたいと考えておりま
す。
　厚生部の主な活動としては、
理事会後の懇親会の運営が中心
となります。開催地単位青税の
方にご協力いただきながら楽し
い運営をしていきたいと思いま
す。まずもって考えていること
としましては、「飽きられない、

嫌われない、心折れない」運営
に心がけるとともに、参加いた
だいた会員のみなさまが次も参
加したいと思うような懇親会に
することです。
　ここで早速みなさまにお願い
があります。多少の失礼があろ
うかと思いますが、そのあたり
はいつもの大きな心でお許しく
ださい。また、例年以上に無茶
ぶりが多くなることも考えられ
ますが、自分を高めるための機
会と思っていただきまして、一
歩前に進んでいただければと思
います。
　最後に理事会や懇親会にあま
り出席したことがない会員のみ
なさまへ。
　全国各地で活躍する税理士が
いるということを知ることも大
きな刺激となると思います。最
初は旅行気分で懇親会に参加し
たいという動機であってもいい
と思います。まずは出席してみ
ましょう。
　懇親会を通じて結果的に理事
会への出席者が増えれば全青税
活動の活発化につながるものと
考えております。1年間みなさ
ま方のご協力よろしくお願いし
ます。
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法 対 策 部

部長　平 良 夏 木
� （東京）
　今年度法対策部長を拝命いた
しました東京青税の平良夏木と
申します。一昨年度は全国青税
で経理部長を務めさせていただ
きましたので 2度目の部長職と
なります。
　法対策部では今年度、税理士
制度対策委員会、税制対策委員
会、納税環境整備委員会の 3つ
の委員会を設置いたしました。
まず、1つめの税理士制度対策
委員会では「次期税理士法改正
に関する答申」に対する意見書
を取りまとめます。部会内部で
も様々な意見が出され限られた
時間内で取りまとめるのは大変
困難な作業ですが、青年税理士
らしく時代の変化に対応し、未
来を創る税理士法改正に繋がる
よう意見を発信したいと考えて
おります。次に、2つめの税制
対策委員会では引き続き、ある
べき租税制度の確立に向けて行
動します。最後に納税環境委員
会では、青税の理念に沿った納
税者権利憲章の周知・広報活動
を行い、国税通則法等の改正や
マイナンバー制度のあり方など納
税者の権利擁護に影響を及ぼす
諸問題について検討を行います。
　対応が必要な多くの項目につ
いて、委員長や部員、担当副会
長と力を合わせて乗り切りたい

と思います。一年間どうぞよろ
しくお願いいたします。

国　際　部

部長　國 分 　 久
� （千葉）
　千葉青税の國分久です。今年
度の国際部長を務めさせて頂く
ことになりました。
　私が千葉青税に入会したの
は、2018 年 1月です。2018 年 8
月に全青税の理事に初めて就任
し、初めて国際部の部会に出た
のが 2019 年になってからです。
千葉青税に入会した当時は、某
税理士法人の職員だったため、
国際部の活動をまだ 1年を通し
てやったことがありません。国
際部の経験が浅いので、すごく
不安ですが経験豊かな国際部員
に教えて頂きながら頑張ってい
きたいと思っております。
　国際部の活動は、友好協定を
結んでいる韓国税務士考試会と
の交流や、各国の税制について
調査研究等をすることです。特
に韓国税務士考試会との交流
は、毎年単位青税で持ち回りで
開催される全青税の全国大会と
毎年日本と韓国で交互に開催さ
れる勉強会があります。今年
度の勉強会は 2019 年 9 月 6 日
ソウルの高麗大学で開催され、
テーマは「地方税業務に対する
税理士の役割と現況」でした。
　また、今年度は各国の税理士

制度や国際課税について調査研
究をしていきたいと思います。
　若輩者でご迷惑をお掛けいた
しますが、これからも 1年間ど
うぞよろしくお願いいたします。

広　報　部

部長　山 本 祥 嗣
� （名古屋）
　今年度、広報部長を務めます、
名古屋青税の山本祥嗣です。名
古屋でも広報の分野ではある程
度経験してきました。みなさん
の活躍を写真に収め、広報誌や
ホームページでご紹介してい
きます。カメラを向けられたら、
素敵な笑顔をお願いいたします。
　全国青税の広報誌は毎年３回
発行されます。今この原稿が
10 月発行で、ご覧のとおり新
役員の就任あいさつ号となりま
す。次回 2月発行は、秋に行わ
れる全青税シンポジウムの報告
が中心となります。最後に 7月
の発行は、あっという間の一年
でした、と役員の退任のあいさ
つ号です。ホームページではも
う少しタイムリーに、意見書・
要望書の公表や全青税の活動報
告（ブログ）などを掲載してい
ます。
　これら広報媒体を通じて全青
税の活動に興味を持ってくれる
会員が増えることを目指して取
り組んでいきます。よろしくお
願いします。
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�
三青会担当委員会

� 委員長　伊 藤 美 穂
� （東京）
　三青会担当委員長を務めさせ
て頂きます伊藤美穂と申します。
三青会は以前から興味がありま
したので、この度は三谷会長に
ご指名頂き感謝しております。
主な活動は、弁護士、司法書士
との年 4回行われる会議への出
席ですが、有意義な情報交換が
出来ることを願っております。
　さて、私の関心事の一つに
日税連の機構改革があります。
我々のトップを決定する日税連
の会長選挙の投票権者は、各単
位会会長 15 人と理事 100 人合
計 115 人です。これに対して弁
護士は 1人 1票ずつ投票権があ
り、司法書士は全国 50 単位会
会長と代議員（各単位会から司
法書士 100 人に 1人の割合で選
任される）合計約 300 人に投票
権が付与されます。「井の中の
蛙」という言葉があるように、
一つの組織に深く関わっている
と、普段当たり前だと思ってい
る事が実は特異な事だったりも
します。隣接士業との交流を通
じて客観的な視野を培い会員の
皆様へ貢献出来るように尽力致
します。一年間どうぞ宜しくお
願い致します。

�
全国大会実行委員会

� 委員長　塚 下 順 司
� （岐阜）
　2020 年第 53 回全国大会実行
委員長を務めさせていただきま
す岐阜青年税理士連盟の塚下順
司です。
　2020 年 8 月は世界の一大イ
ベントのオリンピックが東京で
開催されますが、全国青年税理
士連盟の一大イベントの全国大
会が岐阜の地において開催され
ます。岐阜での開催は、2014
年に開催されて以来 6年ぶりの
開催となります。2020 年の全
国大会はオリンピックによる混
雑を避けるため、例年とは違っ
て 8月の第 4週に行われます。
　岐阜青税は会員数が約 50 名
で他の単位青税と比べると少数
ですが、少数ならではの良さを
前面に出して、みなさまに岐阜
での全国大会を楽しんでいただ
けるような企画を準備していき
たいと思っております。
　2020 年 8 月 23 日（日）都ホ
テル岐阜長良川にて、多数のみ
なさまのご参加をお待ちしてお
ります。

�
会長等推薦審議委員会

� 委員長　前 田 信 哉
� （神奈川）
　会長等推薦審議委員長を拝命
しました前田信哉です。今まで
は 4年前の会長が就任するとい
うのが慣例でしたが、現役のメ
ンバーの事をよく知っている直
前の会長の方が望ましいという
ことで、本年度は慣例がぶち壊
され私が指名されました。

　会長等推薦審議委員会は、50
年以上脈々と受け継がれてきた
全国青税の次の会長を決めると
いう大変重要な役割を担ってい
ます。委員会は各単位青税より
一名選任いただいた委員により
構成され、会長候補者を選任し
ていきます。
　個人的には、長いことお世話
になりました全国青税での役職
も最後となり、全国青税の活動
の集大成になるかと思いますの
で、これからの全国青税を引っ
張って頂けるような方を推薦で
きるように努めていきたいと思っ
ております。皆様のご協力の程、
何卒宜しくお願い致します。

�
秋季シンポジウム実行委員会

� 委員長　大 竹 光 男
� （埼玉）
　研究部長の退任後、秋季シン
ポジウム実行委員長に就任致し
ました埼玉青税の大竹光男です。
　昨年度は会場選定・大テーマ
選定・小テーマの選定の協議、
審議を重ね、今年度に入り、実
際の運営に携わることになりま
した。
　秋季シンポジウムは、全国青
税の二大事業のひとつであり、
今年は埼玉青税が主管となり開
催致します。開催日時は、令和
元年 11 月 17 日（日曜日）、さ
いたま新都心の「ラフレさいた
ま」です。大テーマは、「新時
代に対応した税理士・税理士制
度とは」で、これを基に各単位
青税がそれぞれの小テーマを決
めて研究発表して頂きます。
　経済環境など変化の激しい時
代の中で、税理士制度を再考し
税理士の在り方を再検討する研

委員長就任挨拶・抱負
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究発表の場として頂けばと思い
ます。
　埼玉青税は、各単位青税の発
表をサポートしたいと思ってお
りますので、宜しくお願い致し
ます。

�
ホームページ運営委員会

� 委員長　細 田 紘 輔
� （名古屋）
　この度、ホームページ運営委
員長を拝命致しました、名古屋
青税の細田紘輔と申します。全
国青税としては初めて役を頂戴
することとなりました。前ホー
ムページ運営委員長の大石さん
の凄まじくご丁寧な引継ぎを
お預かりし、恐縮しきりの上、
超優秀な全青の先輩のプレッ
シャーに押しつぶされそうな気
持です。
　ホームページの運営委員会
は、全国青税のホームページの
管理、議事録の更新と、ブログ
の管理・更新が主な役割です。
会員の皆様にはブログの原稿執
筆依頼等お願いすることがござ
いますが、その際はどうぞ快く
お引き受け願えますと幸いで
す。
　全国青税の活動をしっかりと
世界へ発信していけるように尽
力して参ります。一年間よろし
くお願い致します。

�
税理士制度対策委員会

� 委員長　藤 原 功 子
� （近畿）
　前年度に引き続き、税理士制
度対策委員長を拝命しました近
畿青税の藤原功子でございます。
　理事として全国青税へ参加す
るようになって 5年目になりま
すが、相変わらず法対策部一筋

で活動しております。前年度は
税理士法改正への動きがほとん
どなかったため、とにかく知識
を共有することが必要だと思
い研修会を 2 回開催しました
が、税理士法改正に関する意見
書の提出には至らず、このまま
終わっていいものだろうかと思
う気持ちがありました。そのよ
うな時に、委員長続投が決ま
り、そして今年の 5月には次な
る税理士法改正へ向けた答申が
公表され、11 月末日を期限と
して意見募集が始まりましたの
で、前年度のモヤモヤ感を晴ら
すチャンスがやってきたと思っ
て、意見書提出へ向けて精一杯
取り組む所存でございます。
　次なる税理士法改正へ向け
て、法対策部の皆さまや部員以
外の理事の皆さまのお力添えな
くしては、全国青税としてより
良い意見を出すことはできませ
ん。どうぞ皆さま、ご協力のほ
どよろしくお願い申し上げま
す。

�
税制対策委員会

� 委員長　森 岡 　 崇
� （近畿）
　皆様こんにちは。今年度税制
対策委員長を拝命致しました、
近畿青年税理士連盟の森岡と申
します。青税に入会してから約
10 年程経過しております、一
昨年近畿青税の代表も終え昨年
は全国青税の組織部長として活
動させて頂きました。
　年齢も 46 歳ですので、今年
からは何もなく平穏な余生を送
る予定でしたが、どういう訳か
税制対策委員長の大役を頂き身
の引き締まる思いです。
　皆様のお手元に本広報誌が届
く頃には、消費税の税率も上が
り複数税率も導入されている頃

かと思います。毎年税制改正に
ついては注視し意見する事が必
要です。しかしながら議論する
時間も少ない、議論する項目が
多い、等々色々な問題もありま
す。今年一年間精一杯頑張りま
すので、皆様ご協力をお願いし
ます。

�
納税環境整備委員会

� 委員長　吉 田 将 太
� （神奈川）
　この度、納税環境整備委員長
を拝命しました吉田将太と申し
ます。
　法対策部での活動は初めてと
なり、まだ勝手が分かっていな
い状態ですがお引き受けした限
りは精一杯努めて参りたいと思
います。
　納税環境整備委員会では、納
税者権利憲章の制定に向けて主
に活動しております。昨今は納
税者の権利擁護を軽視し、効率
的な財政政策を優先しているよ
うに感じられます。納税は納税
者の理解があって行われるべき
であり、納税者権利憲章の制定
はその考えの象徴だといえるの
ではないでしょうか。
　今年度も引き続き納税者権利
憲章の制定に向けて活動し、ま
たマイナンバー制度の運用や国
税通則法等の改正など納税環境
に影響する制度について検討し
ていきたいと思います。
　1年間どうぞよろしくお願い
いたします。

Page-09

委員長就任挨拶・抱負



18
3

東京青年税理士連盟

� 会長　今 井 　 司
　本年度、東京青年税理士連盟
の会長を務めております今井司
です。東京青税は昭和 37 年 3
月 27 日の設立以来、税理士の
社会的使命と職責とに対する深
い認識のもとに、真に「国民の
ための税理士制度」の確立をめ
ざし税理士の発展強化を目的と
して活動しています。現在、税
理士試験合格者を中心として年
齢制限がなく新米税理士からベ
テラン税理士まで幅広い層の方
が会員となり、税理士試験に合
格し、税理士登録をしていない
準会員を含め、その会員数は
500 名を超えています。
　具体的活動は①税理士制度及
び租税制度等に関する調査研究
や要望書等を通じた提言②税理
士としての資質の向上を図るた
めの実務や事務所経営に役立つ
研修会及び租税法の研究会等の
開催③春と秋の気軽に参加でき
る楽しい厚生行事や研修会後の
懇親会の開催です。また同好会
活動を通じて会員同士の親睦を
深めています。
　全国青税においては、東京青
税から多くの会員の参加をする
ことで全国の青税の仲間と共に
全国青税を盛り上げていきたい
と思います。一年間どうぞよろ
しくお願いいたします。

近畿青年税理士連盟

� 代表幹事　辻 田 　 学
　今年度、近畿青年税理士連盟
の代表幹事を務めます辻田学で
す。
　近畿青税は近畿 2府 4県で構
成されておりさらに各府県には
それぞれに支部があります。研
修活動や厚生事業、組織活動は
主に各支部において行われてお
り、近畿青税は税制改正意見書
や税理士法改正意見書などを各
支部から意見を募り取りまとめ
て近畿税理士会に提出する他、
近畿税理士会の総会において質
問をしたり近畿税理士会の役員
との懇談会を開催するなどをし
て青税の意見を本会に届けるこ
とを役割としています。また秋
季シンポジウムなど全国青税の
事業も近畿青税で行っておりま
す。
　近畿青税は 2府 4県という近
範囲な組織であることから支部
ごとに考え方が大きく違いま
す。今年度は支部間の融合をさ
らに図り近畿青税の組織の活性
化を目標のひとつに掲げていま
す。考え方が大きく違うからこ
そ他支部の会員と交流をするこ
とで新たな発見や大きな刺激を
受けることがあると思います。
　また今年度は全国青税の三谷
会長の出身単位会でありますか
ら近畿青税一丸となって三谷会
長をお支えするためにも全国青
税の事業に積極的に参加してい
きたいと思います。
　一年間どうぞよろしくお願い
致します。

名古屋青年税理士連盟

� 会長　安 藤 宣 貴
　名古屋青年税理士連盟会長の
安藤宣貴と申します。
　突然ですが、質問です。名古
屋青税について皆さんはどのよ
うなイメージをお持ちでしょう
か？もし、そのイメージがうる
さいというものであるならば、
誤ったイメージです。それは単
に私がうるさいだけなのでしょ
う。ただ、そう思っていただい
た方はもうすでに私をご存知か
もしれませんね。引き続きよろ
しくお願いいたします。
　しかし、「うるさい」→「に
ぎやか」→「活動的」とやや都
合のいい解釈をすると、名古屋
青税のイメージはそんなに間
違っていないかもしれません。
名古屋青税は昨年、規約改正に
より会員の定年を 40 歳から 45
歳に引き上げました。だからと
いって、若手が少ないわけでは
ありません。今年は特に若手に
も活躍してもらうべく人事を組
みました。若くてもとても心強
い仲間です。組織に新しい風を
いれ、より活動的に、にぎやか
に（うるさく）なっていけばい
いなと思っています。
　名古屋青税は①会員相互の親
睦、②税法その他の研修、③税
理士会の発展並びに税理士の社
会的地位の向上という 3つの目
的をもって活動しています。そ
の目的を会員同士共有し、さら
に厚みの増した名古屋青税を皆
さんにご覧いただきたいと思い
ます。

単 位 青 税 代 表 紹 介
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神奈川青年税理士クラブ

� 代表幹事　長谷川勝義
　神奈川青年税理士クラブ第
50 代の代表幹事の長谷川勝義
です。神奈川青年税理士クラブ
は、神奈川県内に登録をしてい
る税理士を中心に約 160 名の会
員で構成されており、青税会員
としての自覚と自信を持った税
理士を育てる組織でありたいと
考えています。
　今年度のテーマは、「新時代
の土台を育む」とし、具体的に
は、会務については経験者から
未経験者に活動を継承できるよ
うに複数体制を整えていきま
す。また、税理士未登録の会員
や登録して間もない会員が参加
しやすい研修を実施します。そ
して、全国青税や他の単位青税
との交流については、ただ送り
出すのではなく、各単位青税の
カラーなどを説明し接しやすい
状況を作ります。さらに経験豊
富な会員から新しい会員に青税
の良き伝統を話していただける
機会を設けます。これらが、「憲
法理念に沿った租税制度と税理
士制度の発展をめざす」という
神奈川青税の目的と「制度の神
奈川」と言われた伝統を、新時
代の会員に伝え育てると確信し
ています。
　神奈川青税の仲間と全国青税
の活動に積極的に参加しますの
で、1年間、どうぞよろしくお
願いいたします。

埼玉青年税理士連盟

� 代表幹事　神 田 康 志
　皆様、こんにちは。
　私は埼玉青年税理士連盟の代
表幹事に就任しました神田康志
と申します。
　埼玉青税は昭和 52 年に設立
され、平成 29 年には設立 40 周
年を迎えることができました。
現在、会員・準会員合わせて約
80 名で活動しています。人数
は多くはありませんが、会員間
の結びつきが強く、アットホー
ムな雰囲気が埼玉青税の特徴で
す。今年は酒井前代表幹事と前
執行部の尽力により新しい会員
も増えてきました。
　そして埼玉青税は現在、今年
のシンポジウムの開催のために
会員一同全力を尽くして取り込
んでいます。
　今年のシンポジウムのテーマ
は、「～新時代に対応した税理
士と税理士制度とは～」で税理
士法が中心になっています。平
成から令和に変わり税理士を取
り巻く環境が著しく変化をして
いる今の時代にふさわしいテー
マと言えます。
　さらに、シンポジウムを盛り
上げるために埼玉青年税理士連
盟の新しい勢いのある会員と経
験豊かな会員が頭をひねって
色々と楽しませるイベントも考
えております。確実に楽しく有
意義なシンポジウムになります
ので、是非参加の方をよろしく
お願いします。
　それではこの一年間埼玉青年
税理士連盟とともによろしくお
願い致します。

千葉青年税理士連盟

� 会長　尾 畑 晃 範
　2019 年 7 月 13 日の定期総会
で承認され千葉青年税理士連盟
（千葉青税）の会長を務めさせ
ていただくことになりました。
伝統ある千葉青税をより有意義
で楽しい会にして参りたいと存
じます。
　就任直後の 8月 4日に「全国
青年税理士連盟」の大会が千葉
県浦安市で開催され、全国から
集まった 300 名余の仲間と交流
を深めることができました。皆
様に感謝申し上げます。
　千葉青税は研修会を中心に月
例活動を行っています。会員事
務所を訪ねての実務問題研究会
やバーベキュー大会も恒例行事
です。研修会の名物は税理士制
度のオーソリティ＝織本林太郎
会員の「制度史」です。各税理
士会でも有名な研修を毎年欠か
さず、しかもタダで受講できる
のですから、これ以上の贅沢は
ありません。
　会員数は現在 80 名ほど。自
然減少を補うべく、税理士試験
発表後の翌年 1月に合格祝賀会
を開催して税理士業界の実情紹
介や開業相談を行っておりま
す。祝賀会で毎年 3～ 4名が入
会してくれます。
　少々理屈っぽいところもあり
ますが、憲法に立脚した税法理
解と実践を心がけ、千葉青税に
入って良かったと思えるような
信頼される税理士を目指して参
りたいと思います。一年間宜し
くお願い申し上げます。
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岐阜青年税理士連盟

� 会長　本 田 辰 次
　本年度、岐阜青年税理士連盟
の会長を務めさせていただいて
おります本田辰次と申します。
岐阜青税は現在 45 歳以下の正
会員 57 名、46 歳以上の準会員
65 名にて構成されております
が、まだまだ全国では最小規模
の単位青税であることに変わり
ありません。しかし、来年 8月
には岐阜で全国大会が開催され
ることもあり、岐阜青税の盛り
上がり、会員相互間の結束力は
今や全国ナンバーワンと言って
も過言がないと自負しておりま
す。引き続き創立時からの目的
である「親睦」「研修」「社会貢

献」を 3本柱に活発に活動し、
その結束力を更に強固なものに
して、来年 8月に皆様をお出迎
えしたいと考えております。夏
のニュースでも連日報道されて
いたとおり、岐阜の暑さは尋常
じゃありません。暑さ対策を
しっかりとして是非岐阜にお越
しください。暑さが苦手な方は
冬の間は赤道直下の国にでも移
住して、そこで暑さに慣れるこ
とをお勧めします。そこで電子
申告をして二ヶ所事務所を指摘
されても、私は責任取りません
が・・・
　ま、なんやかんや申しており
ますが、この度就任した髙井厚
生部長、塚下全国大会実行委員
長ともども 1年間どうぞよろし
くお願いいたします。

　2019 年 8 月 4 日、全国青年税�
理士連盟第 52 回定時総会（千
葉大会）が浦安ブライトンホテ
ル東京ベイにて開催されまし
た。総会は 14 時 45 分より、加
藤二郎会員、安倍郷子会員（千
葉青税）の司会のもと、髙木貞
和会員（千葉青税）の開会の辞
により開会されました。
　まず、司会者より来賓の方々
が紹介されました。次に議長と
して水野誠会員（名古屋青税）、
菊池純会員（東京青税）、櫻井
繁樹会員（近畿青税）の 3人が
選出され、議事が始まりました。

議案審議
　第 1 号議案（2018 年度事業
報告承認の件）は長谷川勝義
総務部長（神奈川青税）より
2018 年度の事業活動が説明さ
れ、第 2 号議案（2018 年度決
算承認の件）は戸塚留名経理部
長（東京青税）より決算の報告
がなされました。続いて決算に
ついて、沖本和也会計監事（東
京青税）より会計監査報告がな
されました。質疑に入り、日隈
丈会員（個人会員）より会長コ
メントに対する抗議書と消費税
率の引上げ、複数税率導入に反
対する請願署名について、決

まった法律である以上は混乱が
生じないよう適正納税の実現を
推進するのが税理士の使命では
ないかとの質問があり、鈴木茂
和法対策部長（東京青税）よ
り、真に納税者のためにならな



第 52 回　定時総会報告（千葉大会）
新会長は三谷  智会員（近畿青税）

挨拶をする前田信哉前会長
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いものであれば、最後まで反対
の意向を示すべきとの考えから
抗議書、請願署名の提出に至っ
た旨の説明がありました。永岡
稔会員（近畿青税）より台湾の
税理士制度についての国際部の
活動の進捗状況について質問が
あり、太田麻紀国際部長（名古
屋青税）より台湾の税理士制度
の調査研究を行い理事会におい
て報告した旨、本年度は台湾の
税務代理資格者団体との交流ま
でには至っていない旨の説明が
ありました。その後、議長は採
決に入り、第 1号議案並びに第
2号議案ともに賛成多数で可決
されました。
　第 3号議案（役員改選の件）
は坂本和穂会長等推薦委員長
（近畿青税）より新役員の名簿
が配付され、新会長候補者の推
薦の経緯、候補者の経歴等が説
明されました。質疑に入り、中
村岳会員（東京青税）より新役
員名簿では国際部の部員数が増
えているがどのような理由かと
の質問があり、坂本和穂会長等
推薦委員長より今後の国際部の
重要性に鑑み、将来に備えた人
事である旨の説明がありまし
た。その後、議長は裁決に入り、
三谷智新会長（近畿青税）をは
じめとする新役員が満場の拍手

で承認されました。そして新旧
執行部席の交代の後、三谷智新
会長をはじめ新役員の紹介が行
われました。
　第 4 号議案（2019 年度事業
計画承認の件）は安田浩二新総
務部長（近畿青税）より、第 5
号議案（2019 年度収支予算書
承認の件）は酒井哲也新経理部
長（埼玉青税）より議案上程が
なされました。質疑に入り、小
原勝己会員（神奈川青税）よ
り、検討を進めてきた組織改革
の内容と今後の方向性について
の質問があり、三谷智新会長よ
りまずは全国大会と秋季シンポ
ジウムのあり方について具体的
に取り組む旨の説明がありまし
た。荻野弘康会員（東京青税）
より、制度問題については実現
可能性ではなくビジョンを掲げ
て実現に向けて取り組んでいく
姿勢が大事であり執行部にはそ
れを確かめながら活動をしてほ
しいとの要望がありました。植
木心一会員（近畿青税）より次
の税制改正要望書ではインボイ
ス制度の反対意見を表明するの
かとの質問があり、三谷智新会
長より明確に反対を訴えていき
たいとの説明がありました。日
隈丈会員より日税連の民主的機
構改革に関して少人数で選ぶこ

とでどのような問題があるのか
との質問があり、三谷智新会長
より単位会の一票が会員すべて
の総意を受けたものではないこ
と、個々人の意見が反映される
開かれた会でなければ税理士会
は発展していかないとの考えの
もと、今年度も活動を継続して
いきたいとの説明がありまし
た。永岡稔会員より本年度の国
際部の具体的な取り組みについ
て質問があり、三谷智新会長よ
りまずは来年日本で開催される
韓国税務士考試会との勉強会に
最大限注力するとともに、全国
大会において国際部の活動が円
滑にできるよう整理をしていき
たい、台湾の税理士制度の調査
研究については確実に引き継ぎ
をして今後の参考にしていきた
いとの説明がありました。その
後、議長は採決に入り、第 4号
議案並びに第 5号議案ともに賛
成多数で可決されました。
　最後に、第 6号議案（大会宣
言採択の件）が岩澤英彦会員（千
葉青税）によって読み上げられ、
満場の拍手をもって採決されま
した。
　総会の議案審議が全て承認可
決され、議長団は議長席から降
壇しました。
　新会長の挨拶として、三谷智

司会は千葉青税のお二人 議長団のみなさん
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新会長より、今年度 1年間の活
動方針の抱負が熱く語られまし
た。
　続いて、ご来賓の方々より祝
辞をいただきました。ご来賓と
しまして、日本税理士会連合会・
神津信一会長、千葉県税理士会・
杉田慶一会長、韓国税務士考試

会・郭薔美会長、青年法律家協
会弁護士学者合同部会・田村優
介事務局長、全国青年司法書士
協議会・半田久之会長、税経新
人会全国協議会・土屋信行理事
長と多くの方々にご臨席を賜り
ました。
　最後に、和田泰裕新副会長（近

畿青税）の閉会の辞により全国
青年税理士連盟第 52 回定時総
会が無事終了しました。
� （総務部長　安田浩二）

新・三谷執行部のみなさん

三谷智新会長の就任挨拶
すべての議案が賛成多数により可決
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　2019 年 8 月 4 日日曜日、全
国青年税理士連盟千葉大会が、
新浦安の浦安ブライトンホテル
東京ベイにて開催されました。
今年も暑い夏でしたが、千葉に
300 名超のみなさんにお集まり
いただき、千葉青税を代表して
心より感謝申し上げます。
　前田執行部の有終の美を飾る
場であり、三谷新執行部の船出
となる場として相応しい大会に
したいという想いがある一方
で、千葉青税の体制でこの大役
をどう乗り越えていくのか、悩
み続けた一年間でした。限られ
た体制での運営となることか
ら、効率的な役割分担で効果的
な結果がだせるよう検討を進め
てきました。
　検討すべきポイントとして
は、会場選定、懇親会企画、基
調講演、パンフ制作、考試会と
の交流、の 5 点です。（難易度
高かった順）
　まず、会場の選定については、
7年前は炎天下の中、舞浜駅か
ら誘導要員をアサインして苦労
した経験から、今回は天候の影
響を受けない駅近の会場を候補
として検討し早い段階で決める
ことができました。
　次は、懇親会での企画ですが、
例年、趣向を凝らした演出で盛
り上がる懇親会ですが、限られ
た予算と体制の中で会員の皆さ
んが楽しく歓談できる場にした
いという想いがあり、プロのバ
ンド演奏＋千葉青税の湯本会員

のギター演奏でまとめさせてい
ただきました。
　ギリギリまで決まらなかった
のは基調講演でした。千葉青税
会員の紹介で今年は税務に絡ま
ないテーマ（講師）でしたが、
参加された会員の皆さんの評判
は良かったようで安心しまし
た。
　パンフレット制作についても
予算の制約がありプロに丸投げ
というわけにもいかず、手作り
感満載の見苦しい作品となりま
した。この作品の表紙が議案書
の表紙になると聞いたときに表
紙だけでもちゃんとしたものを
作っておけばと今でも後悔して
います。また、ギリギリのスケ
ジュールで対応したため、来賓
の案内に間に合わせることがで
きず、岐阜、名古屋、近畿の総
会での動員プロモーションにも
間に合いませんでした。温かく
見守ってくれた執行部の皆さん
に感謝します。
　最後は考試会との交流です
が、プランの検討にあたり、昨
年の考試会総会に招待された

際、郭会長と金副会長に“日本
に来られたときに、行きたいと
ころ、食べたいもの”をお聞き
しました。その回答が、二人と
も“温泉”と“寿司”とのこと
で、聞いた事を後悔しつつ、リ
クエストにあうプランを検討し
ました。大江戸温泉と東京のお
寿司にしましたが、スケジュー
ルが厳しい中でリクエストにお
答えするのは難しく、調整に苦
労をしましたが、当日の考試会
メンバーの笑顔、楽しんでいた
だいている姿を見て、その苦労
も吹き飛びました。
　最後になりますが、限られた
体制と予算で何とかやりきれた
のは、千葉青税の会員の皆さん
のご協力、動員にご理解いただ
いた単位青税会員の皆さんあっ
てのことです。ありがとうござ
いました。また、この 1年間の
活動を通じてすばらしい仲間た
ちと交流できたことは自分自身
の大きな財産となりました。次
の岐阜大会の盛会を祈念しま
す。次回実行委員長の塚下さん、
よろしくお願いします。

千葉大会総括
　～ありがとうございました～
� 千葉全国大会実行委員長　松 田 匡 司

千葉大会翌日、考試会のみなさんと国会議事堂を見学
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　2019 年 9 月 6 日（金）、韓国
ソウルにある高麗大学において
韓国税務士考試会との勉強会が
開催されました。2010 年の東
京開催から数えること 10 回目、
日本と韓国と交互に開催してこ
れで 5往復となりました。
　全国から参加したのは 24 名。
数日前に発生していた台風が発
達しながらソウルに接近し、当
日は生暖かくどんよりと曇り空
ではありましたが、風雨に晒さ
れることもなく無事に各地から
ソウルに集結することができま
した。
　今回のテーマは地方税。日本
の税理士としては法人住民税や
事業税など国税に付随する業務
という認識が強く、個別に地方
税を意識することは少ないと思
います。しかし韓国では、2011
年に行われた地方税法の抜本的
な改革により、韓国税務士の活
躍の場が広がっているとのこと
です。
　15 時に開始した勉強会の冒
頭は、韓国税務士考試会クァク・
チャンミ会長、全国青年税理士
連盟三谷智会長によるご挨拶か

ら始まりました。お互いに日本
語、韓国語での挨拶を交えなが
ら、韓国税務士・日本税理士の
相互の発展につながる機会とな
れば、との期待が述べられまし
た。
　続いて本編では先に日本側の
発表から行いました。平良夏木
法対策部長と中村岳国際副部長
が登壇し、「地方税業務におけ
る税理士の関与と現状」と題し
て中村国際副部長から発表があ
りました。日本の税体系におけ
る地方税の位置付けや主要な税
目の紹介に始まり、税理士の業
務における地方税との関わりを
解説していきます。税理士の目
線からは、国税の業務と合わせ
て行う住民税、事業税や、市区
町村向けに行う償却資産申告、
給与支払報告などの業務が目立

ちますが、その他に賦課課税に
より地方公共団体と納税者の間
で完結している税目が多くある
ことが紹介されました。
　今後、税理士が地方税の分野
で関わりを強めていける分野と
しては、市区町村の固定資産評
価員や固定資産評価審査委員、
監査委員などが挙げられまし
た。税の専門家として賦課課税
とされる税目の執行において、
また税が使われる現場において
も、その専門性を発揮すること
が納税者の利益につながりま
す。税理士にとっても、日常の
税務代理とは別の立場から社会
に関わることで自身の経験に深
みが増すことが期待されます。
この他、地方税における納税者
の権利救済では、実際の不服申
立てに至る以前に税理士は納税

韓国税務士考試会との勉強会
� 広報部長　山 本 祥 嗣
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者の相談を受けて地方公共団体
との間に立ち、双方の意思の疎
通を図ることで未然の解決に役
立っていることが挙げられまし
た。
　事前に全国青税会員に向けて
実施した「地方税業務に関する
アンケート」の結果を踏まえ、
地方税業務単独で報酬を設定す
る場合やその決め方などの現状
を解説に織り込み、日本の税理
士の現状を真摯に伝える発表に
なりました。
　質疑応答では、日韓の制度の
違いから様々な質問が寄せられ
ました。固定資産税の解説やふ
るさと納税のしくみ、地方税申
告の署名の意味合いや、韓国で
は地方税の税収や依存度が高
まっているものの異議申請の認
容割合が非常に低いことから、
日本での異議申請状況はどうか
との質問もありました。
　休憩を挟んで韓国側が発表を
行いました。ユン・ジヨン税務
士、キム・ソンミョン税務士、イ・
テヒョク税務士が登壇し、「地
方税業務環境の変化と税務士の

役割」と題して、ユン・ジヨン
税務士から発表がありました。
2011 年の地方税法の抜本的改
革の税法だった旧地方税法を、
地方税基本法、地方税法、地方
税特例制限法の 3つに改組し、
その中でそれまで法人税、所得
税の 10% と固定されていた地
方所得税については一定の範囲
内で自治体が税率を定め、自治
体独自の税額控除制度を設ける
ことができるようになったこと
が紹介されました。これが段階
的に施行しつつある現在におい
て、韓国の税務士は地方税業務
においてもその活躍の場を広げ
ようとされています。地方税の
業務範囲が広がることで、地方
税の行政審判の重要性が高まる
ことが挙げられ、地方税の課税
処分の適法性、事前の救済制度
の実効性、行政審判前置主義を
再度導入することが必要と主張
されました。税務士もこれに対
応できるようスキルアップが必
要と、自らを律する発表でもあ
りました。
　日本からの質問は時間の都合

から若干数に限られましたが、
参加した会員からは、日本では
異議申立は課税した自治体にし
かできないが、資料から韓国で
は自治体への異議申請以外にも
租税審判院に審判請求ができる
ようにみえる。どのような場合
に複数の異議申立先が使われる
のか、また租税審判院は地方税
も扱うのかという質問がありま
した。これに対し、まず自治体
に異議申請を行うことが基本だ
が、地方税は任意の前置主義の
ため租税審判院や訴訟に直接向
かう場合もありうることや、租
税審判院は国税も地方税も担当
しているが、地方税の担当部署
が少ないことが議論されている
との回答がありました。
　隣りの国ながら多くの部分で
異なる韓国の制度に触れて、改
めて日本の税制や税理士制度の
機能や有効性、改善すべき点な
どが見えてきます。地方税に限
らず税制の変化に対し税理士と
してどうたち振る舞うか、他国
の同志に学ぶ良い機会となりま
した。
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全国青年税理士連盟
東京都渋谷区千駄ヶ谷5-21-8 代々木第10下田ビル7F
Tel 03（3354）4162　Fax 03（3354）4095

あとがきあとがき
　広報部長へ就任、総会、懇
親会、すぐ広報誌の編集――。
８月の全国大会から本格的に
全国青税の活動が始まりまし
たね。全国青税の情報発信媒
体はホームページのほか、活
動報告（ブログ）とこの広報

参加して肌で感じていくも
の。広報誌はそのきっかけを
皆様にお届けしています。
　広報部員一同協力して編集し
ていますので、各単位青税会員
の皆様にもぜひご紹介くださ
い。　　 広報部長　山本　祥嗣

誌があります。
　広報誌はできるだけその行事
の中心にいる方から、やり甲斐
や苦労、達成感を具体的にお伝
えできればと考えています。し
かし、その活動の醍醐味までは
残念ながら載りません。それは、

定時総会懇親会スケッチ

懇親会会場 新旧会長のあいさつ

各単位青税会長の挨拶

前会長への花束贈呈

ジャズ演奏のアトラクション

韓国税務士考試会とのプレゼント交換
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